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研究成果の概要（和文）：2010年度の本課題研究者達の独創的研究を継続し、2d-4d　connection(AGT対応)関係でさら
に成果をあげた。特にq冪根の場合のparafermion blockの出現に関する考察は著しい。
丸と協力して、D termによる超対称性の力学的破れのメカニズムをHartree-Fock近似に基づき確立した。その他に、弦
理論における超対称性の破れ、Colored HOMFLY polynomialで成果を挙げた。

研究成果の概要（英文）：Continuing the series of original work done by us in 2010, we made several 
accomplishments in 2d-4d connection and AGT relation. In particular, we obtained the striking results of 
the emergence of parafermion block from the root of unity limit in q in the q-Virasoro block.
Collaborating with Maru, we established the mechanism of D term triggered dynamical supersymmetry 
breaking based on the Hartree-Fock approximation. We obtained interesting results on supersymmetry 
breaking in superstring theory and on computation of Colored HOMFLY polynomials.
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１．研究開始当初の背景 
2d-4d connection(AGT 対応)関係で研究代表
者は 糸山・大田・丸吉 PTP 論文及び糸山・
大田論文を 2010 年に出版し、この分野での
独創的研究を作り上げていた。 
また 2011 年度初頭には糸山・丸の D-term 
Dynamical Supersymmetry Breaking の独
創的考察がすでに始まっていた。これらの発
展を継続進展させることにより、本課題研究
は開始された。可積分性の数理と密接に関連
するKnotの研究を2011年度終わりに開始し
た。 
 
２．研究の目的 
場の量子論及び弦理論においてしばしば偶
発的に生ずる可積分性に光をあて、この分野
での新しい求心力を持つテーマを創発し、こ
れを基盤とした新しい素粒子物理学の文脈
をつくる。 
 
３．研究の方法 
研究代表者及び分担者が過去にあげた独創
的研究成果を出発点としつつ、新たな
imagination をそれに吹き込み、場の量子
論・弦理論における独自の進展を、多くの 
研究者、大学院生を巻き込みながら創成して
いく。より具体的には、2d-4d connection, 
DDSB, knot 関連という 3つのテーマを、状況
に応じて研究した。3人の共同研究以外にも 
Mironov-Morozov との共同研究、丸との共同
研究を実施し、著しい成果をあげた。 
 
４．研究成果 
（１）2d-4d connection, AGT 対応；本課題
研究以前に確立していた糸山・大田・丸吉
（2010 年 PTP）、糸山・大田（2010 年 NPB）
の仕事をさらに発展させ、genus expansion, 
模型の拡張、q 冪根の場合の parafermion 
block の出現で著しい結果を得た。Current
代数との関係が現在進展中である。 
（２）DDSB；丸と超対称性の力学的破れの一
般的メカニズムを創始した。有効作用と変分
原理とを活用する計算方法を確立した。これ
をいくつかの論文でさらに発展させ、HIGGS
の物理、MSSM の EXTENSION と関係付けた。 
（３）様々な表現での Colored  HOMFLY 
polynomial の計算を行い、superpolynomial
等への拡張を提案した。 
（４）超弦理論における超対称性の破れにつ
いて TYPE I 側から考察した 
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